
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
僑
社
会
構
造
の
発
展
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
田
　
直
　
作

　
　
　
　
第
一
節
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
的
独
立

　
「
李
光
耀
内
閣
」
の
成
立
‥
Ｈ
一
九
五
九
年
外
交
と
軍
事
は
な
お
イ
ギ
リ
ス
の
掌
中
に
と
ど
め
お
か
れ
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
諸
国
の
う
ち
で
、
一
番
遅
れ
て
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
（
現
在
の
西
マ
レ
イ
シ
ア
一
九
五
七
・
八
・
三
一
完
全
独
立
）
に
つ
い
で
、
自
治
的
な

市
議
会
制
度
が
認
め
ら
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
自
治
政
府
の
成
立
を
み
た
。
本
稿
第
一
章
所
載
の
第
２
表
（
本
学
経
済
研
究
誌
、
第
四
十

七
、
八
合
併
号
、
第
一
五
九
頁
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
僑
人
口
数
は
総
人
口
数
二
、
一
四
七
千
人
（
一
九
七
二
年
度
）
の
う
ち
、

七
六
％
は
華
僑
で
あ
り
、
経
済
的
所
得
の
格
差
も
種
族
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
え
な
い
が
、
欧
米
資
本
に
お
よ
ば
な
い
に
し
て
も
、
マ

レ
イ
人
の
土
着
人
‥
Ｈ
ｒ
ヨ
ぞ
９
口
に
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
凌
駕
し
て
お
り
、
第
三
の
中
国
が
、
な
ん
ら
の
武
力
を
用
い
な
い

で
、
熟
柿
の
落
ち
る
ご
と
く
、
事
実
上
華
僑
の
国
家
の
出
現
を
み
た
。
中
国
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
落
地
生
根
」
で
あ
っ
て
、
い
つ

　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
華
僑
社
会
構
造
の
発
展
辨
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し
か
強
靭
な
自
治
機
構
を
形
成
し
て
、
何
ん
ら
の
武
力
を
用
い
な
い
で
近
代
国
家
の
成
立
に
成
功
し
た
。

　
中
国
の
民
間
社
会
、
こ
と
に
華
僑
社
会
を
前
近
代
的
と
し
て
弱
体
視
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
見
解
は
固
定
化

さ
れ
た
も
の
と
は
断
定
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
自
治
が
認
め
ら
れ
た
一
九
五
九
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
の
総
選
挙
の
結
果
、
全
五
一
議
席
の
う
ち
、
四

三
議
席
は
、
李
光
耀
=

L
e
e
内
u
a
n

Y
e
w
（
一
九
二
三
－
ー
現
在
、
潮
州
府
大
浦
県
出
身
客
家
、
弁
護
士
、
ラ
ッ
フ
ル
ズ
大
学
、
ケ
ム
ブ
リ

ツ
ジ
大
学
卒
業
）
を
党
首
と
す
る
人
民
行
動
党
=

P
e
o
p
l
e
'
s
A
c
t
i
o
n

P
a
r
t
y
（
一
九
五
四
年
設
立
）
に
所
属
し
て
い
た
。

　
初
期
に
は
若
干
の
経
緯
を
へ
た
が
、
独
立
と
平
和
に
よ
る
非
共
民
主
社
会
主
義
を
標
榜
す
る
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
・
を
背
景
と
す
る
李
光

耀
内
閣
が
同
年
六
月
三
日
に
組
織
さ
れ
た
。
閣
僚
の
平
均
年
令
は
三
七
才
で
あ
り
、
李
光
耀
は
当
時
三
六
才
で
あ
っ
た
。
多
数
を
擁

し
て
い
た
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
・
内
閣
に
分
裂
が
発
生
し
、
国
家
発
展
相
の
地
位
に
あ
っ
た
王
水
元
＝
-
O
n
g

E
n
g
G
μ
呂
（
フ
ラ
ッ
カ
僑
生
、

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
卒
）
ら
三
名
の
議
員
が
脱
党
し
、
人
民
統
一
党
＝
‥
P
Q
o
p
{
e
f
{
‥
｢
即
応
d
r
a
r
t
y
を
結
成
し
、
翌
一
九
六
一
年
五
月
の

芳
林
地
区
の
補
欠
選
挙
で
は
王
永
元
は
左
倒
的
勝
利
を
占
め
、
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
の
補
欠
候
補
者
の
敗
退
を
み
た
。

　
さ
ら
に
、
同
年
夏
戦
前
通
り
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
合
邦
は
、
華
僑
人
口
数
が
首
位
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
ラ
ヤ
=
M
a
l
a
y
a

　
（
W
e
s
t

M
a
l
a
y
s
i
a
a
n
d
S
i
n
g
a
p
o
r
e
）
の
結
成
に
逡
巡
し
が
ち
で
あ
っ
た
ラ
ー
マ
ン
首
相
‥
‥
‥
T
u
n
k
u

A
b
d
u
l

R
a
b
m
a
n

P
u
t
r
a

　
（
当
時
の
マ
ラ
ヤ
連
邦
首
相
、
一
九
〇
三
年
出
生
ｌ
ｌ
現
在
、
一
九
六
九
年
五
・
一
三
事
件
後
、
マ
レ
イ
シ
ア
首
相
退
任
）
は
、
マ
ラ
ヤ
連
邦

　
（
今
日
の
西
マ
レ
イ
シ
ア
）
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
・
サ
ラ
ワ
ク
・
サ
バ
（
旧
称
、
北
ボ
ル
ネ
オ
）
の
五
邦
の
合
邦
に
よ
る
マ
レ
イ

　
シ
ア
構
想
を
発
表
し
た
。
ラ
ー
マ
ン
首
相
の
憂
慮
は
そ
の
ま
ま
実
現
し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
・
左
翼
一
三
名
議
員
の

　
脱
党
と
な
り
、
同
年
九
月
福
建
系
の
労
働
者
・
学
生
層
に
声
望
の
あ
っ
た
青
年
闘
士
林
清
祥
=

L
i
n
i

C
h
i
n
g

S
i
o
n
g
を
秘
書
長
と
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し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
社
会
主
義
戦
線
＝
:
B
a
r
i
s
a
n

S
o
s
i
a
l
i
s
の
成
立
を
み
た
。
林
清
祥
は
、
一
九
五
六
年
の
労
働
争
議

の
際
に
林
有
福
内
閣
に
よ
っ
て
、
同
志
一
九
名
と
と
も
に
投
獄
さ
れ
た
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
（
一
九
五
四
年
設
立
）
の
左
派
で
あ
っ
て
、
一
九

五
九
年
人
民
行
動
党
内
閣
成
立
の
際
に
は
釈
放
さ
れ
て
い
た
。

　
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
の
法
学
系
を
首
席
で
卒
業
し
、
英
語
の
巧
み
な
右
派
の
ラ
ス
キ
ー
の
流
れ
を
く
む
非
共
社
会
主
義
の
立
場
に

た
つ
李
光
耀
首
相
は
、
初
期
に
は
中
文
を
よ
く
し
な
い
で
専
ら
英
文
教
育
の
う
け
て
き
た
ス
ト
レ
ー
ト
・
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
＝
∽
t
口
回

C
h
i
n
e
s
e
と
集
団
を
形
成
し
て
い
た
の
と
は
相
反
し
て
、
林
清
祥
は
英
語
を
使
用
し
な
い
で
、
党
名
も
英
文
の
”
S
o
c
i
a
l
i
s
t

F
r
o
u
t
”

を
排
し
て
マ
レ
イ
文
で
、
”
B
a
r
i
s
a
n

S
o
s
i
a
l
i
s
”
と
呼
称
し
、
福
建
土
語
と
華
語
を
専
ら
駆
使
し
、
急
進
的
な
華
語
系
学
生
、
福
建

土
語
し
か
解
し
え
な
い
多
数
の
下
層
労
働
者
階
級
の
人
心
を
収
攬
し
、
左
異
系
の
泛
星
（
汎
星
各
業
職
工
連
合
会
）
傘
下
の
四
〇
の
単

産
組
織
を
牛
耳
っ
て
、
漸
次
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
の
陳
営
に
脅
威
を
与
え
た
。
西
マ
レ
イ
シ
ア
（
旧
名
マ
ラ
ヤ
連
邦
）
の
ピ
ナ
ン
や
マ
ラ
ッ
カ

等
の
開
港
都
市
で
は
、
海
上
貿
易
を
そ
の
経
済
活
動
の
主
軸
と
す
る
福
建
系
人
口
が
首
位
に
あ
る
だ
け
に
、
バ
リ
サ
ン
の
地
盤
は
強

固
で
あ
っ
た
。

　
他
面
、
広
東
人
労
働
者
の
集
中
地
帯
で
あ
る
ペ
ラ
州
の
イ
ポ
ー
の
「
人
民
進
歩
党
」
=

P
e
o
p
l
e
'
s

P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e

P
a
r
t
y
は
、
一

応
イ
ン
ド
人
の
シ
ニ
バ
ー
サ
ガ
ム
＝
s
c
e
n
i
v
a
g
a
m
.

（
イ
ポ
ー
出
生
、
弁
護
士
）
を
党
主
と
し
な
が
ら
も
、
党
員
の
大
半
は
広
肇
精
集

団
で
あ
り
、
イ
ポ
ー
市
議
会
は
人
民
進
歩
党
の
一
党
支
配
下
に
あ
っ
た
。
華
僑
社
会
に
お
け
る
帑
派
主
義
頑
固
性
が
観
取
さ
れ
る
。

　
マ
ラ
ヤ
（
西
マ
レ
イ
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
は
、
一
九
四
八
年
六
月
か
ら
一
九
六
〇
年
七
年
に
わ
た
っ
て
、
陳
平
（
客
室
）
総
書

記
指
導
下
の
九
九
％
ま
で
中
国
人
を
党
員
と
す
る
と
い
わ
れ
る
マ
ラ
ヤ
共
産
党
の
ゲ
リ
ラ
抗
争
で
は
、
政
府
・
民
間
・
マ
共
側
の
被

害
者
総
数
は
、
政
府
内
政
部
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
二
、
六
〇
二
名
（
マ
共
側
一
三
、
五
一
七
名
、
マ
ラ
ヤ
政
府
・
イ
ギ
リ
ス
軍
側
四
、
四
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二
五
名
、
民
間
側
四
、
六
六
〇
名
）
で
あ
っ
た
。
民
間
側
の
被
害
者
は
大
半
が
中
国
人
で
あ
り
、
コ
ム
ニ
ュ
ニ
ズ
ム
で
は
な
く
、
中
国

人
同
志
の
コ
ニ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
か
と
さ
え
の
見
解
さ
え
可
能
で
あ
っ
た
。

　
非
合
法
政
党
と
し
て
の
マ
共
の
ゲ
リ
ラ
活
動
は
、
一
九
六
〇
年
七
月
末
タ
イ
・
マ
国
境
方
面
へ
後
退
し
て
終
息
に
近
づ
い
た
が
、

西
マ
レ
イ
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
完
全
選
挙
制
に
よ
る
合
法
政
党
と
抬
頭
し
て
き
た
「
バ
リ
サ
ン
」
‥
＝
‥
社
陣
は
、
そ
の
綱

領
か
ら
す
れ
ば
、
他
の
諸
政
党
と
共
通
し
た
反
植
民
地
主
義
、
諸
種
族
を
統
一
す
る
独
立
国
家
の
建
設
等
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ

た
。
当
時
中
共
路
線
に
傾
斜
し
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
の
ナ
サ
コ
ム
体
制
は
、
一
九
六
三
年
マ
レ
イ
シ
ア
と
の
コ
ン
フ

ロ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
サ
ラ
ワ
ク
方
面
の
ゲ
リ
ラ
抗
争
へ
の
関
連

を
と
が
め
ら
れ
、
バ
リ
サ
ン
指
導
者
の
林
清
祥
・
ボ
ス
タ
ー
マ
ン
ら
の
投
獄
と
そ
の
後
の
彼
ら
の
思
想
転
向
と
な
り
、
バ
リ
サ
ン
の

議
会
勢
力
は
後
退
し
、
現
存
で
は
李
紹
祖
‥
＝
‥
r
g
印
Q
S
c
y
r
（
医
師
、
一
九
二
二
年
出
生
‐
ｌ
現
在
）
を
委
員
長
と
し
て
傘
下
の
単

産
も
弱
少
の
一
、
二
を
と
ど
め
る
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
・
は
一
九
七
二
年
度
の
総
選
挙
に
は
、
全
四
八
議
席
を
獲

得
し
て
、
李
光
耀
の
人
民
行
動
党
内
閣
は
一
九
五
九
月
六
月
以
来
今
日
ま
で
、
バ
リ
サ
ン
と
の
対
立
も
み
ら
れ
た
が
、
漸
次
安
定
持

続
を
み
て
い
る
。

　
李
光
耀
首
相
の
社
会
的
背
景
＝
李
光
耀
内
閣
は
成
立
以
来
一
六
年
間
余
を
閲
み
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
軸
の
構
成
は
ほ
と
ん
ど
変

更
を
み
て
い
な
い
。
英
文
教
育
を
う
け
た
現
地
出
生
の
い
わ
ゆ
る
「
僑
生
」
の
集
団
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

　
李
光
耀
は
潮
州
府
の
客
家
専
任
の
大
埔
県
出
身
で
、
四
世
の
僑
生
で
あ
る
。
大
埔
客
家
は
客
家
の
う
ち
で
も
「
恵
州
客
家
」
の
ご

と
き
重
労
働
者
と
し
て
よ
り
は
、
商
人
的
性
格
が
あ
り
、
こ
と
に
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
質
屋
業
（
当
舗
）
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
大
埔
客
家
の
藍
氏
一
族
の
独
占
的
企
業
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
。
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
の
董
事
の
う
ち
に
も
、
大
埔
県
は
小
県
で
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あ
り
、
潮
州
府
に
あ
り
な
が
ら
、
広
東
省
第
五
区
（
溜
池
）
行
政
督
察
専
員
公
署
に
所
属
し
え
な
い
で
、
広
東
省
第
六
区
（
梅
県
）
行

政
督
察
専
員
公
署
に
所
属
し
て
、
満
州
系
と
し
て
で
は
な
く
、
客
家
系
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
。

　
　
「
新
加
坡
中
華
総
商
会
」
の
董
事
の
う
ち
に
は
、
大
埔
系
董
事
に
は
、
一
九
五
八
―
九
年
度
頼
宜
敏
（
復
成
号
東
）
、
藍
允
蔵

　
（
森
泰
当
東
、
百
楽
門
有
限
公
司
経
理
）
、
藍
天
（
連
興
行
東
、
連
興
鑚
石
高
行
経
理
）
の
三
名
が
総
計
三
六
名
の
董
事
の
う
ち
に
み
い
だ
さ

れ
る
。
一
九
六
五
―
’
―
六
年
度
の
計
五
六
名
の
董
事
。
の
う
ち
に
、
大
埔
系
は
、
藍
如
晏
（
栄
裕
当
東
）
、
藍
天
（
連
興
鑚
石
高
行
、
連
興

製
衣
廠
有
限
公
司
、
天
工
織
造
廠
有
限
公
司
）
、
頼
宜
敏
（
復
成
洋
行
東
）
、
黄
祝
秋
（
南
開
行
・
星
馬
布
商
行
代
表
）
の
四
名
が
い
る
。
一
九

七
二
年
度
の
計
六
一
名
の
う
ち
に
は
、
藍
天
（
商
務
組
副
主
任
、
連
興
行
・
連
興
鑚
石
商
行
・
連
典
製
衣
服
・
天
工
織
造
廠
・
友
連
打
字
機
有

限
公
司
・
通
用
鋼
具
公
司
の
各
股
東
経
理
）
、
張
夢
生
（
大
裕
当
号
東
）
の
二
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
一
九
七
二
年
度
か
ら
は
各
董
事
の
出
身
地
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
で
、
上
記
の
二
名
し
か
判
明
し
な
か
っ
た
。
何
れ
に
も
せ
よ
、

大
埔
県
が
山
地
の
小
県
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
体
制
下
の
大
埔
帑
は
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
質
屋
業
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ

と
関
連
商
業
と
し
て
の
宝
石
商
・
金
銀
細
工
商
・
衣
服
商
等
の
方
面
に
そ
の
経
済
活
動
が
展
開
さ
れ
、
漸
次
製
衣
廠
・
織
造
廠
・
建

築
材
料
等
の
手
工
業
的
、
な
い
し
は
小
規
模
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ー
的
資
本
と
し
て
発
展
を
み
て
い
る
。
不
熟
練
の

重
労
働
者
の
多
数
を
占
め
る
恵
州
客
家
と
は
対
照
的
に
商
人
的
持
性
が
つ
よ
く
観
取
さ
れ
る
。
恵
州
客
家
が
マ
レ
イ
シ
ア
の
奥
地
の

鉱
山
地
帯
に
多
く
、
大
埔
客
家
は
バ
ン
コ
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
貿
易
都
市
に
集
中
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
特
性
に
よ
る
も
の
と

も
観
察
さ
れ
う
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
団
結
性
は
異
常
に
つ
よ
い
。
例
せ
ば
「
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
」
中
各
帑
の
「
常
年
個
人
会
員
数
」
は
、
大
埔
帑
の

場
合
総
計
一
二
二
名
の
う
ち
、
六
六
名
が
藍
姓
一
族
で
占
め
ら
れ
て
い
る
（
一
九
六
六
年
度
）
。
総
商
会
各
帑
中
同
姓
の
凝
集
カ
は
つ
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よ
い
が
、
こ
の
よ
う
な
過
半
数
以
上
を
占
め
る
場
合
は
み
い
だ
さ
れ
な
い
。
大
埔
帑
の
当
業
（
質
屋
業
）
に
お
け
る
異
常
な
独
占
的
結

集
力
も
、
こ
の
よ
う
な
血
縁
的
基
盤
か
ら
説
明
さ
れ
う
る
。

　
な
お
、
華
僑
資
本
形
態
で
支
配
的
な
も
の
は
、
合
股
組
織
（
法
律
用
語
と
し
て
は
合
夥
、
（
組
合
）
=
P
a
r
t
n
e
r
s
h
i
p
の
こ
と
）
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
異
常
な
団
結
性
は
、
各
合
股
組
織
が
連
結
さ
れ
て
、
強
靭
な
組
織
網
が
は
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
実
体
内
客
を
そ
の
ま
ま

公
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
応
そ
の
傾
向
を
仮
り
に
分
析
図
示
す
れ
ば
次
の
通
り
の
よ
う
な
在
り
方
に
描
き
だ
さ
れ
る
。

　
　
（
商
行
名
）
　
（
組
合
員
）

　
　
Ａ
商
行
　
　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
・

　
　
Ｂ
商
行
　
　
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｇ
・

　
　
Ｃ
商
行
　
　
Ｂ
・
Ｄ
・
Ｆ
・

　
　
Ｄ
商
行
　
　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
・

　
　
Ｅ
商
行
　
　
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｆ
・

　
　
Ｆ
商
行
　
　
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｇ
・

　
　
Ｇ
商
行
　
　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｆ
・

　
Ａ
Ｉ
Ｇ
ま
で
各
店
を
開
き
な
が
ら
、
店
主
は
血
縁
・
地
縁
、
と
き
に
は
熟
識
の
自
然
的
な
家
族
的
環
境
の
も
と
に
、
相
互
に
資
本

を
股
扮
（
株
式
）
と
し
て
相
出
資
し
あ
っ
て
、
自
然
的
人
的
結
合
関
係
以
外
に
、
経
済
的
に
も
し
っ
か
り
と
し
た
網
の
目
が
は
り
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
も
、
諸
企
業
の
東
家
（
資
本
家
）
と
西
家
（
労
働
者
）
の
間
に
は
利
益
分
配
制
度
が
行
な
わ
れ
、
東
七
西
三
、
東
六
西
四
、
東
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五
西
五
の
ご
と
き
比
例
分
配
制
が
あ
る
。
旧
套
的
商
家
で
は
食
卓
を
も
労
資
共
同
で
か
こ
み
、
毛
沢
東
が
新
民
主
主
義
経
済
に
つ
い

て
公
私
兼
顧
、
労
資
両
利
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
在
来
の
民
間
社
会
の
労
資
の
仲
間
的
慣
行
を
踏
襲
し
た
も
の

と
い
え
よ
う
。
彼
の
「
連
合
政
府
論
」
に
も
民
間
社
会
団
体
の
連
合
の
特
性
を
と
り
い
れ
て
い
た
。
ま
た
、
新
中
国
の
採
用
し
た
略

字
、
数
字
の
略
し
方
も
、
古
く
民
間
社
会
が
官
僚
側
の
八
股
文
に
対
抗
し
て
簡
略
化
し
て
い
た
慣
行
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
点
、
毛
沢
東
は
民
間
社
会
の
慣
行
の
実
態
を
よ
く
把
握
し
、
そ
の
長
所
を
と
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。

　
上
説
す
る
と
こ
ろ
の
こ
の
よ
う
な
仕
組
は
大
埔
偕
の
当
業
（
質
屋
業
）
に
の
み
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
華
僑
社
会
の
伝
統

主
義
的
体
制
と
し
て
、
各
帑
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
一
般
的
特
徴
と
解
し
て
差
支
え
な
い
。
な
お
、
合
夥
の
店
主
は
有

限
公
司
と
は
称
し
え
な
い
で
、
「
商
行
」
名
で
、
商
行
業
務
の
管
理
の
責
任
を
負
っ
て
い
く
理
事
股
東
‥
日
y
E
n
g

P
a
r
t
n
e
r
で
あ

り
、
他
の
股
東
は
不
理
事
股
東
=
　
S
l
e
e
p
i
n
g

P
a
r
t
n
e
r
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
「
商
行
」
の
業
務
の
管
理
に
専
念
す
る
。

　
な
お
、
股
東
の
う
ち
に
は
他
人
名
義
に
よ
る
隠
名
股
東
‥
Ｈ
D
o
r
m
a
n
t
P
a
r
t
n
e
r
の
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
。
過
去
、
現
存
を
通

じ
て
官
僚
の
事
業
参
加
の
場
合
に
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
資
本
的
と
い
う
よ
り
は
人
的
連
合
集
団
に
近
い
合
股
の
組
織
を
み
る
の
は
企
業
組
織
網
の
拡
大
と
、
場
合
に
よ
れ
ば

独
占
化
の
方
向
を
目
指
し
て
い
る
。
他
国
の
各
地
に
お
け
る
同
族
・
同
郷
・
朋
友
等
と
の
聞
に
は
「
連
号
」
と
し
て
連
合
関
係
が
拡

大
さ
れ
て
い
く
。

　
第
二
に
は
、
危
険
の
分
散
化
で
あ
っ
て
、
資
本
支
出
の
累
積
、
も
し
く
は
損
失
を
招
い
た
場
合
、
各
自
の
出
資
股
扮
は
比
例
し
て

そ
の
責
任
を
分
担
し
て
い
く
の
が
一
般
の
慣
例
で
あ
る
。
法
規
上
の
連
帯
無
限
責
任
は
空
文
に
ひ
と
し
い
。
こ
の
点
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ

ン
ド
会
社
設
立
初
期
の
制
規
会
社
組
合
組
織
の
時
期
、
ま
た
中
国
で
は
清
代
広
州
に
お
け
る
公
行
制
度
の
行
商
＝
}
{
o
品
だ
[
e
r
Q
r
n
{
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の
按
股
分
担
責
任
制
度
と
相
共
通
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

　
華
僑
社
会
で
第
一
位
を
占
め
る
企
業
形
態
は
個
人
企
業
組
織
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
る
が
、
筆
者
は
総
体
的
に
観
察
す
れ
ば
、
企

業
数
で
は
合
股
（
商
事
組
合
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
資
本
的
に
は
公
開
株
式
会
社
が
最
高
を
占
め
、
非
公
開
会
社
が
こ
れ
に
つ
づ
く

で
あ
ろ
う
。
会
社
組
織
の
発
達
を
み
て
き
た
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
法
治
下
で
完
備
し
た
会
社
法
の
実
施
を
み
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。

　
だ
が
、
な
お
合
股
が
華
僑
社
会
で
は
、
普
遍
的
な
企
業
組
織
で
あ
り
、
そ
の
金
額
は
股
東
の
出
資
股
扮
（
持
分
）
を
明
ら
か
に
す

る
に
と
ど
ま
り
、
実
際
資
本
額
は
、
出
資
股
扮
金
額
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
と
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
「
公
司
」
＝
‥
内
o
n
g
s
i
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
会
社
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
苦
力
集
団
の
海
山
・
義
興
・
義
福
等
、
姓

氏
集
団
の
邱
姓
の
竜
山
堂
公
司
’
林
姓
の
西
河
堂
公
司
の
ご
と
く
、
「
会
社
」
と
い
う
よ
り
は
「
仲
間
的
集
団
」
と
し
て
慣
用
さ
れ
、

今
晩
は
公
司
で
食
事
を
と
い
う
場
合
は
割
勘
の
こ
と
で
あ
り
、
大
企
業
よ
り
は
仲
間
的
意
識
の
つ
よ
い
人
的
集
団
企
業
と
し
て
の
中

小
企
業
に
合
股
は
普
及
し
て
い
る
。
合
股
に
関
し
て
は
、
恩
師
根
岸
佶
博
士
の
「
合
股
の
研
究
」
の
大
著
に
は
、
合
股
の
歴
史
的
・

社
会
的
・
法
制
的
・
経
済
的
各
面
に
わ
た
っ
て
余
説
な
き
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
マ
レ
イ
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
各
方
面
の
不
十
分
で
あ
っ
た
が
、
実
態
調
査
を
へ
て
、
根
岸
博
士
の
所
説
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
今
さ
ら
な
が
ら
博
士
の
学
殖
の
深
さ
に
頭
の
さ
が
る
思
い
が
し
た
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
「
合
股
」
は
華
僑
企
業
形
態
研
究
の
中
心
課
題
で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
却
説
、
大
埔
帑
の
中
心
企
業

の
当
舗
（
質
屋
業
）
は
一
九
五
八
年
に
は
、
当
店
四
二
家
の
う
ち
大
埔
系
三
五
家
で
八
割
見
当
で
あ
り
・
、
西
マ
レ
イ
シ
ア
方
面
を
も

ふ
く
め
れ
ば
、
大
埔
系
は
当
業
の
九
〇
％
以
上
を
占
め
、
各
店
の
流
動
資
本
は
営
業
総
額
の
五
倍
以
上
を
占
め
、
当
商
の
う
・
ち
の
張

雲
郷
（
大
裕
当
）
の
歴
史
は
も
つ
と
も
長
く
、
林
師
萬
（
一
八
八
六
１
一
九
四
五
、
大
埔
出
身
、
叔
父
と
林
盛
豊
萬
記
銀
号
開
設
、
シ
ン
ガ
ポ
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Ｉ
ル
金
銀
当
業
の
巨
商
）
等
の
社
会
的
地
位
も
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ
と
関
連
す
る
金
飾
業
・
布
商
・
薬
商
・
新

衣
業
・
鞋
業
等
同
族
的
同
郷
的
結
合
に
よ
り
第
三
者
の
介
入
を
阻
止
し
、
独
占
化
、
も
し
く
は
企
業
化
し
ゆ
く
煩
向
が
み
ら
れ
る
。

　
李
光
耀
首
相
は
前
述
の
ご
と
き
旧
体
制
の
大
埔
客
家
で
あ
り
、
第
一
世
の
李
沐
文
か
ら
、
二
代
目
の
黄
沖
涵
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
総
店

の
職
員
の
李
雲
龍
を
へ
て
セ
ル
石
油
職
員
の
三
代
目
の
李
振
坤
の
長
子
、
す
な
わ
ち
四
世
の
僑
生
で
あ
っ
た
。
彼
の
父
は
現
在
ハ
イ

・
ス
ト
リ
ー
ト
の
時
計
宝
石
店
で
働
い
て
い
る
。
客
家
は
総
体
的
に
教
育
に
熱
心
で
あ
る
が
、
長
子
の
李
光
耀
、
次
子
の
李
金
耀
は

何
れ
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
弁
護
士
で
あ
り
、
第
三
子
の
李
羨
耀
は
ロ
ン
ド
ン
で
医
師
と
な
り
、
第
四
子
の
李
添
耀
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
警
官
と
し
て
、
何
れ
も
自
由
職
業
者
か
役
人
へ
と
僑
生
も
、
第
四
世
に
な
る
と
、
そ
の
職
業
も
父
祖
か
ら
の
伝
統
的
な
職
種
か

ら
解
放
さ
れ
、
一
発
展
段
階
を
画
し
て
い
く
こ
と
が
、
李
氏
兄
弟
の
場
合
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
李
光
耀
首
相
は
彼
の
祖
父
の
李
雲
龍
が
黄
仲
涵
財
閥
の
職
員
で
あ
り
、
黄
仲
涵
の
資
金
的
援
助
を
う
け
た
ラ
ツ
フ
ル
ズ
大
学
‥
日

R
a
f
f
l
e
s
c
o
F
g
e
で
英
文
教
育
を
う
け
、
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
の
法
学
系
に
入
学
し
、
首
席
卒
業
の
上
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
国
後
、
弁
護
士
で
あ
る
一
面
、
社
会
主
義
者
と
し
て
一
九
五
一
―
九
年
に
か
け
て
、
労
働
組
合
運
動
に
熱
心
に
参

加
し
た
。

　
李
光
耀
は
一
九
五
〇
年
九
月
に
「
柯
玉
珠
」
＝
―
内
g
G
e
o
k
c
h
o
o
”
と
結
婚
し
た
が
、
彼
女
も
同
じ
く
マ
ラ
ヤ
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ヂ
大
学
の
上
級
試
験
に
合
格
し
た
女
性
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
ま
た
弁
護
士
の
資
格
も
同
様
保
持
し
て
い
た
社
会
主
義
運
動
を
め
ざ

す
、
自
由
職
業
者
と
し
て
父
親
ま
で
の
旧
態
化
し
た
大
埔
帑
伝
統
主
義
社
会
の
障
壁
を
一
歩
乗
り
こ
え
だ
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
完
全
に
脱
離
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
社
会
の
中
核
の
「
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
」
に
は
、
な
お
伝
統
的
要
素
が
有
力
に
残
存
し
て
い
た
。
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一
九
五
九
年
六
月
の
総
選
挙
に
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
が
大
勝
し
て
李
光
耀
の
九
年
間
（
一
九
五
一
―
九
）
の
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
ー
の
流
れ

を
く
む
非
共
社
会
主
義
運
動
の
成
功
を
み
て
、
人
民
行
動
党
の
秘
書
長
（
一
九
五
四
年
就
任
）
か
ら
内
閣
総
理
に
就
任
し
た
。

　
当
時
の
人
民
行
動
党
内
閣
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
、
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
が
創
設
後
僑
生
の
参
加
を
拒
否
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
全
部
僑
生
で
あ
り
、
し
か
も
華
文
よ
り
も
英
文
を
よ
く
す
る
現
地
ラ
ッ
フ
ル
ズ
大
学
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

学
・
マ
ラ
ヤ
大
学
・
外
地
で
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
・
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
等
の
大
学
出
身
者
の
僑
生
エ
リ
ー
ト
達
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

あ
っ
た
。
第
一
次
内
閣
に
お
け
る
そ
の
有
力
な
代
表
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
（
閣
僚
名
）

　
　
総
　
　
　
　
理
　
　
李
光
耀
＝
‥
に
ｅ
内
ｕ
ａ
ｎ
　
Ｙ
ｅ
Ｗ
（
｛
旨
３
－
｝
ラ
ッ
フ
ル
ズ
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
大
学
（
法
学
）
卒

　
　
副
　
総
　
理
　
　
杜
進
才
‥
＝
Ｔ
ｏ
ｒ
Ｃ
ｒ
ロ
Ｃ
ｈ
ｙ
ｅ
　
（
１
９
２
１
-
）
ラ
ッ
フ
ル
ズ
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
（
医
学
）
卒

　
　
内
政
部
長
　
　
王
邦
文
＝
Ｏ
ｎ
㈲
Ｐ
ａ
ｎ
ｇ
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
　
（
１
９
２
９
1
）
マ
ラ
ヤ
大
学
卒

　
　
財
政
部
長
　
　
呉
慶
瑞
＝
（
い
ｏ
ｒ
内
ｅ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
w
ｅ
ｅ
　
（
１
９
１
８
―
）
ラ
ッ
フ
ル
ズ
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
（
経
済
）
卒

　
　
総
理
秘
書
　
　
易
潤
堂
‥
日
｝
ｅ
ｋ
ぺ
り
ｇ
Ｔ
回
品
（
広
３
０
１
）
新
聞
記
者
出
身

　
　
教
育
部
長
　
　
揚
玉
麟
‥
日
ぺ
ｏ
品
ｚ
ｙ
ｕ
ｋ
　
Ｌ
ｉ
ｎ
　
（
１
９
１
８
-
）
ラ
ッ
フ
ル
ズ
大
学
卒

　
　
家
屋
発
展
局
長
　
　
林
金
山
‥
日
ｒ
Ｆ
内
i
m
　
Ｓ
ａ
ｎ
　
（
１
９
１
６
-
）

　
右
は
華
僑
系
の
指
導
者
達
で
あ
り
、
イ
ン
ド
人
系
の
文
化
相
の
S
.

R
a
j
a
r
a
t
a
n
a
m(
S
r
iL
a
n
c
a
｡
1
9
1
5
―
）
は
、
ロ
ン
ド
ン
の

キ
ン
グ
大
学
の
出
身
で
あ
る
が
、
終
始
今
日
に
い
た
る
ま
で
李
光
耀
内
閣
に
参
加
残
存
し
て
い
る
。

　
初
代
の
大
統
領
は
ブ
ル
ネ
イ
出
身
の
。
T
u
n

Y
u
s
o
f
b
i
n
I
s
h
a
k
｡S
.
M
.
N
.
｡
D
･
内
･
(
↑
･
↑
0
)
で
マ
レ
イ
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
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の
後
大
統
領
は
マ
レ
イ
人
で
な
く
な
り
、
華
僑
で
な
い
が
、
多
く
は
混
血
児
で
象
徴
的
存
在
と
も
い
い
え
な
い
華
僑
支
配
の
国
に
脱

皮
し
て
い
っ
た
。
華
僑
側
も
自
分
達
は
華
僑
で
は
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン
‥
目
印
n
l
p
R
g
S
で
あ
る
と
自
称
す
ろ
よ
う
に
努

め
て
き
て
い
る
。
事
実
、
前
述
の
李
光
耀
内
閣
の
閣
僚
達
は
、
華
文
に
通
じ
な
い
既
往
に
英
文
し
か
解
し
な
い
”
S
t
r
a
i
t
s
c
h
i
n
e
s
e
"

の
集
団
で
あ
っ
た
。
自
治
・
独
立
と
マ
レ
イ
シ
ア
構
想
の
イ
ギ
リ
ス
側
と
の
談
合
に
は
こ
の
集
団
は
大
い
に
役
立
っ
た
。
た
だ
、
右

諸
閣
僚
中
李
光
耀
首
相
の
み
は
首
相
就
任
後
英
文
の
ほ
か
、
華
文
・
マ
レ
イ
文
に
も
習
熟
に
つ
と
め
た
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
。
一

九
七
二
年
九
月
の
総
選
挙
の
結
果
組
閣
さ
れ
た
現
内
閣
の
名
部
長
名
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
（
閣
僚
名
）

　
総
　
　
　
　
理
　
　
李
光
耀
‥
Ｈ
ｒ
ｇ
内
ｕ
ａ
ｎ
　
Ｙ
ｅ
w
5
0
才

　
科
学
工
芸
部
長
　
　
杜
進
才
博
士
‥
Ｈ
Ｔ
ｏ
ｒ
Ｃ
田
口
Ｃ
ｒ
ｙ
Ｃ
ｈ
ｙ
e
5
2
才
（
高
級
部
長
）

　
国
防
部
長
　
　
呉
慶
瑞
博
士
＝
‥
｛
｝
ａ
内
ｅ
ｎ
ｇ
　
Ｓ
ｗ
e
e
5
5
才
（
高
級
部
長
）

　
外
交
部
長
　
　
ラ
ジ
ア
ラ
タ
ナ
~
４
　
=
Ｒ
ａ
ｊ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ａ
w
a
m
5
0
才
（
高
級
部
長
）

　
労
工
部
長
　
　
王
邦
文
‥
日
○
品
芦
品
Ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
４
４
才
（
高
級
部
長
）

　
交
通
部
長
　
　
揚
王
麟
‥
日
ぺ
０
品
ｚ
ｔ
ｋ
Ｌ
ｉ
ｎ
５
５
才
（
高
級
部
長
）

　
環
境
発
展
部
長
　
　
林
金
山
‥
日
に
目
内
ｉ
∽
自
5
7
才

　
文
化
部
長
　
　
易
潤
堂
‥
目
ｙ
ｋ
ぺ
ａ
ｏ
Ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
ｇ
４
３
才

　
社
会
事
業
部
長
　
　
オ
ス
マ
ン
・
ウ
オ
ッ
ク
＝
Ｉ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｏ
ｔ
ｈ
ｍ
ａ
ｎ
　
W
o
k
4
9
才

　
律
政
・
内
政
国
家
発
展
部
長
　
　
Ｅ
・
Ｗ
・
バ
ー
カ
ー
=

Ｅ
.
W
.
　
　
Ｂ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
5
3
才
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衛
生
部
長
　
　
蔡
善
進
‥
Ｈ
ｃ
ｒ
Ｑ
印
～
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
３
９
才

　
財
政
部
長
　
韓
瑞
生
‥
日
｝
｛
０
ｎ
　
Ｓ
ｕ
ｉ
　
Ｓ
ｅ
ｎ
５
７
才

　
教
育
部
長
　
　
李
昭
銘
=

Ｌ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｏ
Ｊ
Ｎ
ｍ
ｇ
３
６
才

　
右
の
コ
一
名
の
閣
僚
の
う
・
ち
、
外
交
部
長
（
ィ
ン
ド
人
）
・
社
会
事
業
部
長
（
マ
レ
ィ
人
）
・
律
政
・
内
政
国
家
発
展
部
長
が
非
華
人

で
あ
ろ
以
外
、
他
は
す
べ
て
華
人
で
成
立
し
て
い
ろ
。

　
初
代
内
閣
と
比
較
す
ろ
と
大
き
な
変
化
は
な
く
、
李
光
耀
首
相
以
下
、
杜
進
才
・
呉
慶
瑞
・
王
邦
文
・
揚
玉
麟
・
林
金
山
・
易
潤

堂
・
イ
ン
ド
人
の
ラ
ジ
ヤ
ラ
タ
ナ
ム
外
交
部
長
等
主
要
な
メ
ン
バ
ー
は
共
通
し
て
い
ろ
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
ほ
か
蔡
善
進
衛
生
部
長
は
マ
ラ
ヤ
大
学
、
韓
瑞
生
財
政
部
長
は
ラ
ッ
フ
ル
ズ
大
学
、
李
昭
銘
教
育
部
長
は
マ
ラ
ヤ

大
学
出
身
の
何
れ
も
英
文
教
育
の
僑
生
で
李
光
耀
集
団
の
一
貫
し
た
特
性
の
保
持
者
で
固
め
ら
れ
て
い
ろ
。
い
わ
ば
、
そ
こ
に
は
僑

生
の
「
李
光
耀
集
団
」
と
い
う
新
僑
生
帑
派
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
、
生
成
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
か
け
ら
れ
ろ
。

　
李
光
耀
内
閣
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
社
会
的
、
経
済
的
建
設
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
計
画
に
共
通
す
ろ
ぺ
ｌ
パ
ー
・
プ
ラ
ン
に

終
ら
な
い
で
、
予
め
計
面
を
き
め
な
い
で
、
き
わ
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
推
進
さ
れ
、
東
洋
で
は
日
本
に
つ
ぐ
、
高
い
経
済
成
長
の

成
果
を
あ
げ
て
い
ろ
が
、
そ
の
こ
と
は
後
説
に
ゆ
ず
ろ
こ
と
と
す
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
七
一
年
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
巨
大
な
セ
レ
タ
ー
の
軍
港
等
す
べ
て
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
に
譲
渡
し
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ
ス
と
防
衛
同
盟
条
約
、
い
わ
ゆ
る
ｙ
～
粂
を
成
立
せ
し
め

て
、
李
光
耀
以
下
の
英
文
教
育
う
け
た
非
共
社
会
主
義
=
N
o
n
-
c
o
m
m
u
n
i
s
t

S
o
c
i
a
l
i
s
m
の
立
場
を
と
ろ
自
由
主
義
陣
営
政
府
へ

政
権
を
譲
渡
し
て
い
っ
た
。
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南
洋
大
学
の
設
立
‥
Ｈ
華
僑
社
会
で
は
、
英
文
し
か
使
用
し
え
な
い
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
リ
ア
ン
の
僑
生
達
は
、
華
文
教
育
に

重
点
を
お
く
主
と
し
て
中
国
出
生
の
新
客
達
か
ら
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
日
中
戦
争
前
ご
ろ
ま
で
は
新
嘉
坡
中
華
総
商
会
へ
の
参

加
は
認
め
ら
れ
ず
、
両
集
団
の
間
に
隔
膜
が
あ
り
、
僑
生
の
う
ち
に
は
、
父
祖
達
の
旧
套
主
義
を
嫌
悪
し
て
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
方
面
で
の
技
術
・
医
師
等
の
自
由
職
業
者
と
し
て
、
進
出
し
て
い
く
も
の
が
み
ら
れ
だ
し
て
い
た
。

　
徒
手
空
拳
か
ら
千
辛
万
苦
を
へ
て
同
郷
・
同
族
の
仲
間
達
の
協
力
に
よ
り
漸
く
有
産
者
と
な
り
、
重
労
働
・
手
職
的
工
業
・
行

商
・
ポ
ー
カ
ー
等
か
ら
問
屋
資
本
（
行
）
・
買
弁
資
本
・
貿
易
業
者
・
製
造
工
業
者
・
農
園
・
鉱
山
業
者
か
ら
巨
大
ビ
ル
建
設
の
不

動
産
業
者
・
金
融
業
者
へ
の
過
去
一
世
紀
間
の
う
ち
に
発
展
の
巨
歩
を
印
し
、
華
僑
の
種
族
的
自
治
中
心
機
構
と
し
て
の
新
嘉
坡
中

華
総
商
会
（
一
九
〇
三
年
創
設
）
が
あ
り
、
各
帑
選
出
の
五
一
名
の
董
事
達
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
一
九
六
四
年
九
月
二
十
日
に
は
、
ヒ

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
旧
址
に
十
層
楼
の
玉
を
口
に
す
ろ
龍
の
壁
に
囲
ま
れ
た
中
国
様
式
を
と
り
い
れ
た
壮
麗
な
会
所
の
落
成
を
み
て

華
僑
社
会
の
発
展
を
象
徴
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
総
商
会
に
も
戦
後
は
成
長
し
て
き
た
僑
生
の
参
加
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
中
国
凝
固
派
を
領
導
す
る
筆
頭
は
、
福
建
帑

の
陳
六
使
＝
T
召
r
a
r
∽
1
（
同
安
県
集
美
村
出
身
、
一
八
九
六
－
一
九
七
二
、
福
建
会
館
委
員
会
主
席
、
中
華
ゴ
ム
公
会
主
席
、
南
洋
商
報

董
事
主
席
・
益
和
ゴ
ム
公
司
董
事
長
）
で
、
総
商
会
の
名
誉
会
長
で
あ
り
、
彼
は
族
兄
の
南
洋
の
ゴ
ム
王
の
陳
嘉
庚
‥
‥
‥
T
呂
内
匹
内
g

　
（
同
安
県
集
美
村
、
一
八
七
四
１
一
九
六
一
北
京
没
、
戦
時
中
南
洋
籌
賑
総
会
委
員
長
、
中
華
人
民
共
和
国
人
民
政
府
委
員
）
が
厘
門
に
厘
門
大

学
を
創
設
し
、
反
蒋
容
共
の
態
度
に
終
始
し
、
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
日
中
戦
争
中
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
恰
和
軒
倶
楽
部
の
本
部
と

し
て
大
規
模
な
抗
日
救
国
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
著
名
な
事
実
で
あ
る
。
族
弟
の
陳
六
使
は
、
族
兄
の
意
思
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
、
僑
生
達
の
中
国
文
化
を
忘
却
し
ゆ
く
の
を
憂
え
て
、
一
九
五
〇
年
総
商
会
長
時
期
に
華
文
教
育
と
進
歩
的
思
想
教
育
の
た
め
の
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南
洋
大
学
の
設
立
を
発
起
し
、
自
己
資
金
、
福
建
会
館
の
資
金
、
五
〇
〇
エ
ｌ
カ
ー
の
土
地
等
を
寄
附
し
て
、
一
九
五
六
年
よ
り
学

業
を
開
始
し
、
一
九
五
八
年
建
築
の
完
成
を
み
、
一
九
五
九
年
政
府
側
立
法
会
議
を
通
過
し
て
、
南
大
は
正
式
に
成
立
し
（
た
忌
。

　
学
部
は
医
学
部
・
理
学
部
・
文
化
部
・
商
学
部
に
わ
か
れ
、
大
規
模
な
図
書
館
を
も
設
備
し
て
い
る
。

　
マ
ラ
ヤ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ー

M
a
l
a
y
a
n
i
z
a
t
i
o
n
が
推
進
さ
れ
、
国
語
の
マ
レ
ー
語
教
育
に
力
を
い
れ
る
べ
き
時
期
に
、
対
抗
的
華

文
教
育
の
大
学
と
し
、
左
翼
学
生
の
温
床
と
な
っ
た
。
彼
自
身
も
イ
ギ
リ
ス
僑
生
の
李
光
耀
の
人
民
行
動
党
に
対
立
す
る
毛
沢
東
路

線
の
社
会
主
義
戦
線
=

B
a
r
i
s
a
n
S
0
器
a
F
を
も
支
持
し
た
こ
と
か
ら
し
て
、
一
九
六
三
年
九
月
二
十
二
日
に
は
、
左
異
系
資
本
家

と
し
て
一
時
陳
六
使
の
市
民
権
は
取
消
さ
れ
、
同
年
は
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
の
社
陣
に
対
す
る
弾
圧
の
も
っ
と
も
熾
烈
化
し
た
時
期
で
も
あ

っ
た
。

　
南
大
系
の
卒
業
生
に
四
〇
才
代
を
上
限
と
し
て
中
華
文
化
の
歴
史
教
育
を
う
け
、
左
翼
思
想
の
洗
礼
も
う
け
た
青
壮
年
者
層
が
毎

年
数
百
名
の
増
加
を
み
て
い
る
。
こ
の
点
、
僑
生
層
に
は
既
往
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
期
に
英
文
教
育
を
う
け
た
も
の
が
多
く
、
英

文
の
み
し
か
通
じ
な
い
”
S
t
r
a
i
t
s
C
h
i
n
e
s
e
”
が
イ
ギ
リ
ス
等
と
の
政
治
的
独
立
交
渉
の
際
大
い
に
役
立
ち
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
の
自

治
独
立
後
李
光
耀
集
団
が
一
九
五
九
年
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
支
配
し
て
き
た
が
、
南
大
派
の
抬
頭
に
よ
り
言
語
的
・
思
想
的
・

政
治
的
に
相
対
立
し
た
階
層
が
、
新
し
く
近
代
化
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
誕
生
し
て
く
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。

　
一
九
七
二
年
の
総
選
挙
の
結
果
成
立
し
た
現
内
閣
の
閣
僚
は
、
全
部
英
文
系
僑
生
で
、
李
首
相
の
み
が
華
文
と
マ
レ
ー
文
を
新
規

に
習
熟
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
・
の
当
選
議
員
四
七
名
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
、
南
大
系
に
は
、

次
の
通
り
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
は
一
人
も
い
な
い
。
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（
氏
名
）
　
（
出
生
年
）
　
　
　
（
英
文
名
）
　
　
　
　
　
　
（
役
　
職
）

　
銭
翰
諒
（
一
九
三
七
）
ｃ
ｎ
ｅ
ｅ
　
Ｈ
ａ
ｎ
Ｔ
ｏ
品
　
　
全
国
職
総
事
務

　
蔡
崇
語
（
一
九
三
五
）
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｎ
ｇ
　
Ｙ
ｈ
　
　
セ
ル
石
油
事
務
員

　
李
玉
勝
（
一
九
三
九
）
ｒ
ｅ
ｅ
Ｙ
ｉ
ｏ
ｋ
　
Ｓ
ｅ
品
　
　
Ｐ
・
Ａ
・
Ｐ
・
支
部
秘
書

　
林
源
河
（
一
九
三
九
）
ｒ
Ｆ
｛
Ｏ
Ｆ
ａ
コ
｝
｛
ｏ
ｏ
　
　
国
家
劇
場
倶
楽
部
主
席

　
楊
子
国
（
一
九
三
六
）
Ｊ
｀
．
Ｑ
Ｏ
Ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
内
ｏ
ｙ
　
　
南
大
人
民
協
会
副
会
長

　
何
振
春
（
一
九
三
九
ご
１
１
１
｛
ｏ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｇ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｎ
　
剣
撃
協
会
長

　
黄
樹
人
（
一
九
三
九
）
｝
｛
ｗ
ａ
ｎ
　
Ｓ
ｏ
ｏ
Ｔ
ｒ
　
　
南
洋
大
学
理
事

　
何
家
良
（
一
九
三
七
）
Ｈ
ｏ
　
Ｊ
ｖ
ａ
ｈ
　
Ｌ
ｅ
ｏ
ｎ
ｇ
　
　
人
民
衛
国
軍
中
尉

　
王
書
泉
（
一
九
三
八
）
○
ｎ
　
Ｓ
ｏ
ｏ
ｃ
ｒ
μ
呂
　
　
人
民
衛
国
軍
中
尉

　
右
は
「
行
動
報
」
に
よ
り
筆
者
の
検
出
し
た
も
の
で
ど
の
程
度
正
確
性
が
あ
る
か
は
少
し
く
懸
念
さ
れ
る
が
、
総
国
会
議
員
の
五

分
の
一
近
く
に
相
当
し
、
年
令
も
四
十
才
に
漸
く
達
し
か
け
て
い
る
程
度
で
、
主
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
左
傾
的
華
文
教
育
を
う
け
中
華
文
化
を
誇
示
し
て
他
種
族
を
軽
視
す
る
傾
き
の
予
想
さ
れ
う
る
南
大
派
の
成
長
は
、
中

華
人
民
共
和
国
の
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の
進
出
と
、
か
つ
て
は
共
産
主
義
の
温
床
と
い
わ
れ
、
そ
の
創
設
者
の
陳
六
使
も
左
翼
政
党
の

　
「
社
陣
」
の
支
持
者
で
あ
り
、
英
文
系
諸
大
学
に
比
較
し
て
闘
争
力
を
鍛
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
抬
頭
し
て
く
る
僑
生

層
に
も
伝
統
主
義
的
基
盤
は
な
お
残
存
し
、
複
雑
な
か
ら
み
あ
い
を
み
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
華
文
派
と
英
文
派
、
南
大
派
と
英
文
系

諸
大
学
派
と
の
聞
に
幾
多
の
問
題
の
生
起
す
る
毎
に
、
対
抗
関
係
の
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
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現
在
の
李
光
耀
内
閣
は
ア
ン
ザ
ッ
ク
ど
r
~
r
同
盟
条
約
、
ア
セ
ア
ン
‥
日
系
∽
ｅ
ｐ
｀
〕
’
機
構
に
よ
り
、
自
由
主
義
陣
営
内
の
国
家
資

本
主
義
的
要
素
の
比
較
的
つ
よ
い
平
和
的
経
済
成
長
路
線
と
、
オ
ー
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
外
資
の
導
入
、
仲
継
貿
易
港
か
ら
高

度
的
な
石
油
精
製
・
造
船
業
・
紡
績
工
業
・
器
機
業
等
の
工
業
化
、
社
会
的
に
は
教
育
・
衛
生
・
住
居
・
道
路
建
設
等
の
方
面
に
計

画
的
と
い
う
よ
り
、
即
時
断
行
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
方
式
を
採
用
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
中
第
一
位
の
成
功
を
み
て
い
る
。

　
だ
が
、
隣
接
す
る
西
マ
レ
イ
ン
ア
・
サ
ラ
ヮ
ク
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
国
へ
は
一
九
四
八
年
の
カ
ル
カ
ッ
タ
青
年
祭
‥
‥
‥
C
a
l
c
u
t
t
a

Y
o
u
t
hF
e
s
t
i
v
a
l
以
降
タ
イ
・
マ
の
国
境
か
ら
西
マ
レ
イ
シ
ア
・
サ
ラ
ヮ
ク
等
に
か
け
て
、
な
お
マ
ラ
ヤ
共
産
党
（
党
首
、
陳
平
・

客
家
）
の
動
き
が
拡
大
さ
れ
、
李
光
耀
内
閣
は
平
和
路
線
を
尊
重
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
今
日

で
は
通
貨
制
度
の
徹
底
的
分
裂
（
マ
レ
イ
シ
ア
の
通
貨
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
使
用
の
み
な
ら
ず
兌
換
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
）
、
ゴ
ム
取
引

所
は
こ
れ
ま
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
の
み
あ
っ
た
も
の
が
、
ク
ア
ラ
・
ル
ン
プ
ー
ル
に
も
設
置
さ
れ
、
航
空
会
社
の
分
裂
、
馬
新
連
合

中
華
総
商
会
の
設
置
不
許
可
、
マ
レ
イ
シ
ア
側
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
の
仲
継
貿
易
の
回
避
等
、
両
国
間
の
関
係
は
経
済
的
、
政
治
的

対
立
を
深
め
る
以
外
に
、
人
種
的
対
立
感
情
も
激
化
し
て
き
て
い
る
。

　
人
口
数
に
も
、
両
国
合
算
は
次
の
通
り
と
な
る
。

　
　
（
国
　
名
）
　
　
　
　
　
　
（
総
人
口
数
）
　
　
　
　
　
　
（
マ
レ
イ
人
人
口
数
）
　
　
　
　
　
（
中
国
人
人
口
数
）
　
　
　
　
（
年
度
）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
　
ニ
、
一
四
七
、
四
〇
〇
　
　
　
　
三
二
三
、
二
〇
〇
　
　
二
六
三
四
、
六
〇
〇
　
　
一
九
七
二

　
全
マ
レ
イ
シ
ア
　
一
〇
、
四
三
九
、
五
三
〇
　
　
四
、
八
八
六
、
九
一
二
　
　
三
、
五
五
五
、
八
七
〇
　
　
一
九
七
〇

　
　
合
　
　
計
　
　
一
二
、
五
八
六
、
九
三
〇
　
　
五
、
二
一
〇
、
一
一
二
　
　
五
、
一
九
〇
、
四
七
五

　
両
国
を
合
算
す
る
と
、
人
口
数
的
に
は
マ
レ
イ
人
と
華
僑
と
は
相
伯
仲
し
て
い
る
。

－148 －



　
だ
が
、
一
人
当
り
国
民
所
得
の
比
較
は
何
ら
の
算
出
根
拠
は
な
い
が
、
マ
レ
イ
人
の
場
合
は
一
〇
〇
米
ド
ル
以
下
と
み
ら
れ
る
。

一
例
と
し
て
は
保
留
地
条
例
に
よ
り
も
っ
と
も
恵
ま
れ
た
マ
レ
イ
人
農
村
（
ウ
ル
・
セ
ラ
ン
ゴ
ー
ル
の
バ
タ
ム
・
カ
リ
村
落
）
の
小
ゴ
ム

農
園
に
お
け
る
マ
レ
イ
人
一
人
当
り
所
得
は
、
実
質
一
五
八
・
七
マ
ラ
ヤ
ド
ル
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
華
僑
の
場
合
は
、
初
期
赤
手
空
拳
で
あ
っ
て
も
、
陸
佑
（
広
東
省
新
会
県
、
一
八
四
五
ｉ
一
九
一
七
）
の
ご
と
き
は
、
十
三
才
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
来
し
、
一
九
一
七
年
死
亡
の
際
税
務
署
査
定
の
遺
産
総
額
は
八
、
四
〇
〇
万
海
峡
ド
ル
で
あ
り
、
実
際
財
産
額

は
、
妻
妾
所
持
の
も
の
も
合
算
す
れ
ば
、
さ
ら
に
巨
額
の
も
の
に
達
し
、
一
世
代
の
う
ち
蓄
積
さ
れ
た
財
産
と
し
て
は
記
録
的
の
も

の
が
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
マ
レ
イ
人
の
う
ち
に
か
か
る
例
の
あ
る
こ
と
を
一
人
も
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
勤
勉
性
、
生
産
性
に
お
い
て
も
マ
レ
イ

人
は
、
華
僑
の
そ
れ
の
は
ろ
か
に
後
塵
を
喫
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
点
人
口
数
は
相
伯
仲
し
て
も
、
そ
の
経
済
的
、
社
会
的
組
織

能
力
を
も
考
慮
に
い
れ
る
場
合
、
た
と
え
土
地
の
子
＝
S
o
n

o
f
S
o
i
l
｡B
u
m
i
p
u
t
r
a
と
し
て
、
サ
ル
タ
ン
を
元
首
と
し
、
軍
事
警

察
力
を
保
持
す
る
特
権
を
与
え
ら
れ
て
い
て
も
、
マ
レ
イ
人
と
華
僑
間
の
人
種
的
勢
力
の
軽
重
は
、
華
僑
側
に
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
独
立
以
降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
男
女
の
徴
兵
義
務
制
を
と
り
、
た
と
え
二
二
五
・
六
平
方
マ
イ
ル
の
小
島
で
あ
っ
て
も
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
ゲ
リ
ラ
抗
争
の
力
式
も
学
ん
で
い
る
。

　
自
由
派
で
非
暴
力
的
な
李
光
耀
内
閣
の
健
在
な
場
合
は
即
座
に
問
題
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
南
大
派
」
が
成
長
し
て
く
る

場
合
、
勢
力
的
均
衡
の
破
れ
る
と
き
に
は
、
マ
レ
イ
シ
ア
の
マ
レ
イ
人
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
大
き
な
問
題
を
潜
在
せ
し
め
て
い

る
。

　
中
華
総
商
会
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
大
埔
帑
は
小
帑
で
あ
る
が
、
三
人
の
董
事
を
派
遺
し
、
陳
六
使
（
一
九
七
二
・
九
死
亡
）
亡
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き
あ
と
そ
の
甥
の
現
会
長
陳
共
存
‥
Ｈ
凶
’
・
Ｃ
・
Ｔ
呂
は
温
和
な
妥
協
派
で
、
既
往
の
仁
侠
的
性
格
は
薄
れ
て
い
る
。
藍
天
ら
大
埔
系

の
発
言
力
は
つ
よ
く
な
り
、
政
府
間
と
の
問
題
は
な
い
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
一
九
六
四
ｉ
六
年
間
対
日
血
債
要
求
問
題
で
は
、

陳
六
使
の
指
揮
す
る
と
こ
ろ
で
、
総
商
会
の
福
建
会
員
は
、
八
一
九
名
（
そ
の
う
ち
陳
姓
の
み
で
九
九
名
）
に
お
よ
び
、
同
会
の
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
ー
を
占
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
帑
別
人
口
で
も
、
最
近
は
発
表
さ
れ
な
い
が
、
第
一
位
を
占
め
、
泊
場
苦
力
の
多
く
が
福

建
系
で
、
陳
六
使
の
指
令
は
資
本
家
（
益
和
ゴ
ム
公
司
董
事
）
で
あ
り
な
が
ら
同
郷
的
連
帯
性
で
末
端
に
ま
で
お
よ
び
、
遂
に
日
本
政

府
側
は
、
商
社
か
ら
貨
物
の
積
卸
の
で
き
な
い
悲
鳴
に
屈
し
て
そ
の
要
求
に
応
じ
、
総
商
会
の
前
面
を
ふ
さ
い
で
い
た
高
い
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ネ
オ
ン
塔
よ
り
も
高
い
慰
霊
牌
を
立
て
て
、
何
ら
刃
を
用
い
な
い
で
そ
の
勝
利
感
を
満
喫
し
た
。
他
種
族
に
は
理
解
し
が
た
い

華
僑
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
平
和
的
経
済
闘
争
手
段
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
や
し
て
い
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も
ま
た
平
和
裡
に
獲
得
さ
れ
た
華
僑
の
最
上
の
収
獲
物
で
あ
り
、
何
ら
刃
を
用
い
な
い
で
、
「
帝
国
主
義
」
と
の

批
判
も
う
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
ド
イ
ツ
皇
帝
、
カ
イ
ザ
ー
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
が
、
中
国
人
口
の
増
加
に
対
し
て
黄
禍

=
g
e
l
b
e
G
e
f
a
h
r
を
叫
ん
だ
こ
と
の
あ
る
こ
と
を
思
い
だ
す
だ
け
で
あ
（
る
怒
。
以
上
、
冗
説
に
の
み
終
っ
た
が
、
次
回
か
ら
は
自
己

の
政
治
的
権
力
で
、
い
か
に
東
洋
で
は
日
本
に
次
ぐ
経
済
成
長
の
発
展
を
み
て
き
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
末
尾
な
が
ら
、
多
田
先
生
の
い
よ
い
よ
ご
健
康
と
ご
発
展
の
ほ
ど
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。
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